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は　　じ　　め　　に

71

いわゆる"ImmortalityOde" (｢永世の賦｣, ｢不滅のうた｣などとして広く知られている)が発表

されたのは1807年"Poems in Two Volumes, and Other Poems, 1800-1807", ｢二巻本詩集｣に於いて

である｡ 1798年, Lyrical Ballads ｢叙情民謡集｣の末尾を飾ったTintern Abbeyがその時期の作者の精

神史を語るにふさわしいのと同じ意味に於いて,この詩もまた｢二巻本詩集｣の末尾におかれてそ

の時期の詩人Wordsworthの精神史を語るにふさわしく,画期的で重要な位置を占めていること

は注目に催しよう｡この詩が1807年, ｢二巻本詩集｣の中で発表されたときはその題名は,単に

"Ode"と言う題名に過ぎず, Epigraphとして"PauloMajoraCanamus" ｢いささか,大いなること

をうたおう｣が冒頭に置かれていた｡これはローマの詩人PubliusVergiliusMaro (70-19B.C)の

Eclogue∫ (詩選; 10編からなる牧歌)の中の第4歌冒頭に見られる｡

SICELIDES Musae, paulo maiora canamus.

non omnes arbusta mvant humilesque myncae;

si canimus silvas, silvae sint consule dignae.

(イタリック筆者)

シキリアの詩の女神たちよ,いささか大いなることをうたおう,
●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●

葡萄畑や地味な御柳(ぎょうりゅう)が万人の気に入るわけではない｡

森をうたうからには執政官にふさわしい森を歌おう｡

しかし1815年版では本詩の題名は次のようにかえられて現在にいたっている｡ Ode: Intimation∫of

Immortality from Recollection∫ of Early Childhood ｢オード;幼年時代の追想からの不滅の暗示｣｡そして

更にもとのEpigraphは`My heartleaps up'で始まるTheRainbow (1802　からの最後の3行に置き

換えられ,各Stanzaはローマ数字で区切られ,第8 Stanza中の12ト122行間にあったTowhom
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the grave/Is but a lonely bed without the sense or Sight/Of day or the warm light, /A place of

thought where we in waiting lie;の一節は削られ,その他,多少の語句の違いはあるがほぼ現在の

形式である｡

My heart leaps up when I behold

A rainbow in the sky:

So was it when my life began;

SoisitnowIam aMan;

So be it when I shall grow old,

Or let me die!

The Childi∫father of the Man;

And I could wi∫h my day∫ to be

Bound each to each by natural piety.

{TheRainbow,イタリック筆者)

ここでは,おそらく少年時代にConistonの渓谷で或る嵐の日に見たときの経験がもとになってい

るとされている1)｡虹はWordsworthにとっては,カッコ-がそうであったように一つの象徴とし

て使われている｡大空にかかる虹を見たときの作者の率直な感動と驚きは,幼児期も,大人になっ

た今も胸は高鳴り感嘆したように,また将来もそうであり,日々の生活が自然への敬慶な気持ち

(`natural piety')で結ばれていて欲しいという気持ちが詠われている｡ `The Child is father of the

Man'｢子供は大人の父である｣とは,そのような一見矛盾した表現によって,幼児期の新鮮な驚

異の感覚がいつまでも薄れないでいて,それが大人の源泉であり,また虹はノアにとって神と人間

を結ぶ契約のしるLであったように,詩人にとっては子供たちと大人とを結ぶ架け橋のsymbolと

して,かついつまでも詩人としての想像力が枯渇されることなく継承されることの象徴として,そ

の題材が選ばれたとおもはれる｡というのは,詩人としての生涯がいまや試されようとしていたか

らである｡この意味で, ｢虹｣の歌からの一節がEclogue∫からの語句に代って新たに, Epigarphと

して本詩の冒頭に付けられたことはImmortalityOdeの主題を語るにもっともふさわしい選択であ

った｡

Immortality Odeは構成上は全体で11のStanzaからなるが便宜上三つの区分に分けて読む必要が

ある｡第一の区分を1-4Stanza (1-57)で,第二を5-8Stanza (58-129),第3は9-11のStan-

za (130-204)の3区分である｡勿論,このような区分による読む方には異論がある｡ LionelTrill-

ingは第一区分を前半とし第二と第三の区分を後半とみなし,その後半の二つは前半に対する解答

とみなしその結果,前半に対する後半の二つの部分の対応に矛盾が認められることを指摘している

2)｡また, ArthurBeattyは第一区分と第三区分を一貫性ある詩とみなし,第二区分をintercalary
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poem ｢挿入詩｣に過ぎないと断じ,また詩人がこの詩を一つの全体と看倣す根拠を前部と後部が

第9節を共有し,且つ第9-11節が見事な結論を形成している点にあるとしている3)｡このような区

分に対する考え方の裏には当然,この詩のもつ構造上の問題からくる解釈論の違いがあることは論

を待たない｡他にも,それぞれ傾聴に値する解釈論が展開されていて本詩の複雑さを恩はせるが,

私は最初に述べた立場に立つ｡しかるに,まづImmortality Odeが書かれた経緯から考察する必要

があろう｡

この詩が書かれたのは1802年春である｡そのときWordsworthは妹DorothyとDove Cottageに

滞在していた｡ Dorothy Wordsworthの日記によれば, To the Cuckoo, TheRainbow,そしてこの詩

Odeの最初の部分(Stanzas, 1-4)が書かれたのは日時の上からは殆ど同日時である｡まづ3月26

日にTotheCuckooとTheRainbowが書かれた｡ 3月26日と27日の日記は次のように記している｡

〔March 26th] , Friday. A beautiful morning. William wrote to Annette, then worked at The Cuckoo. I

was ill and in bad spirits-After dinner I sate 2 hours in the orchard. William and I walked together

after tea, first to the top of White Moss, then to Mr. Olliff`S‥‥While I was getting into bed, he

wrote The Rainbow.

〔March 27th,〕 Saturday. A divine morning. At breakfast William wrote part of an ode. Mr. Olliff sent

the dungand Wm. wentto work in the garden. We sate all day in the orchard. (下線部　筆者)

つまり,一目瞭然,この3つの詩がほぼ同時日に書かれた事が分かる｡翌日の27日に｢Williamは

Odeの一部を書いた｣とあるのはいま論じているImmortalityOdeの前部　St.ト4)のことである｡

Tothe CuckooもRainbowも勿論,即興的につくられた訳ではない｡その出来事はいずれも遠い子

供時代の体験である｡ Moormanによれば,湖畔地方ではカッコ-の鳴き声は四月の終わり頃まで

は聞かれない｡その年,実際にWordsworth兄妹がその鳴き声を聞いたのは五月の一日であった4)｡

したがって,じっさいに聞いたのでなく平穏の中で思い起こされたその鳴き声に触発されて,意識

の上に少年時代の幻想的時間(visionaryhours)が蘇り,地上はもはや地上ではなく,精神の中の

-駒の風景('a prospect in the mind')となり, ｢幻の妖精の国｣ ('an unsubstantial, faery place')と

なったのであった｡

Thrice welcome darling of Spring!

Even yet thou art to me

No bird, but an invi∫ible thing,
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voice, a my∫tery ;

The ∫ante whom in my ∫choolboy day∫

/ listened to; that Cry

Which made me look a thousand ways

In bsuh, and tree, and sky.

To seek thee did I often rove

Through woods and on the green;

And thou wert still a hope, a love:

Still longed for, never seen.

And I can listen to thee yet;

Can lie upon the plain

And listen, till / do beget

That golden time again.

O blessed Bird ! the earth wepace

Again appears to be

An un∫ub∫tantial, faery place ;

That is fit home for Thee!

{Tothe Cuckoo,St.4-8) (イタリック筆者)

つまり｢静かに思い起こされた感情｣は奔流となり詩の形をとり多少の悲哀を混えながら歓びに結

実する｡勿論,想像の中で聞いたカッコ-の声は再び夢おおさ幻のころ('visionaryhours')を想
′

起させ, ｢空はもはや地上の空ではなく,宇宙はえも言われぬ歓びでとらえられ,万物の中に一つ

の生命をみてそれが歓びであった｣ {prelude II, 430) (1805)幻の時代/visionaryhours')つまり,

｢あの黄金時代｣ (thatgolden time')が再生されたのであった｡

ところが,前者二つの詩と日時をほぼ同じくして書かれたはずのImmortalityOde前部　St.

ト4)は事態を一変しているかのように思われる｡

There was a time when meadow, grove, and stream,

The earth, and every common sight,

To me did seem

4秒arelled in cele∫Hal light,

The glory and thefre∫hne∫∫ of a dream.
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It i∫ not now a∫ it hath been of yore; -

Turn wheresoe er I may go,

By night or day,

The things which I have seen /now can ∫ee no more.

(イタリック筆者)

この詩の出だしは1800年10月Morning Po∫tで発表されたColeridgeのThe Mad Monk: An Ode in

Mrs. Ratcliff3s Mannerからの以下に示す第2節に負うていることがわかる｡

There was a time when earth and sea, and skies,

The bright green vale, and forest s dark recess,

With all things, lay long before mine eyes

In steady loveliness:

But now I feel, on earth s uneasy scene,

Such sorrows as will never cease: -

I only ask for peace;

If I must live to know that such a time has been!

(The Mad Monk, 9-16)

このようにこの二つの詩を比較してみると明らかに言語上の類似性(verbalechoes)が見られる｡

しかし内容上の共通性はない｡かつては, Coleridgeにおいては,自然のあらゆる物が変らぬ美し

きをもって目の前に横たわっていた｡しかし｢今の私は,大地の不安な場所で終ることのない深い

悲しみを覚える｡私が求めるのはただ平和のみ｡生きてそのような良き時代があったことを知らな

ければならないとは!｣と深い絶望の心境にある｡ Coleridgeは当時持病のリューマチに悩まされ,

その苦痛を和らげるために阿片を大量に服用していたと言われる｡そのため中毒症状をおこし,心

身ともにやつれ,もはや詩的歓びからは遠ざかっていたのである｡他方, Wordsworthにおいては

牧場も森も小川も大地も,そして地上のすべての平凡なものが｢天上の光りに包まれ,夢さながら

の輝きとあざやかさにおおわれていた,幻のような｣子供時代を偲び,何処へおもむいても,また

昼も夜もかつて見たそのようなものは,今となっては見る事ができないし,昔とは今は違うと現在

詩人が置かれた状況に戸惑いが感じられる｡しかし,虹,蓄蕨,そして空に浮かぶ月,また星月夜

の水面,朝日のすぼらしい輝き(St.2)を見て彼は美しく感じないわけではない｡

But yet I know, whereer I go,

That there hath pa∫t away a glory from the earth.

(St.2,17-18.イタリック筆者)
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されど我は知る　何処へ行けども,

地上からは栄光が消え去ったことを｡

と詩人はいま自分が置かれた状況を嘆いているに過ぎない｡一体何が詩人の内部に起こったと言う

のであろうか｡次の第三節では,

To me alone there came a thought of grief;

A timely utterence gave that thought relief,

And / again am strong.
●

(St.3.22-24.イタリック筆者)

ひとり我が胸に悲しみの思い湧く

されど折りよく言葉いでて,わが思い和らぎて,

我れ再び力を得ぬ｡

と詠っている｡小鳥が楽しげに歌い周りが陽気に満ちているときに作者はふと暗い思いに襲われた

のであろう｡しかしそれは長続きしたのではなく折しもそのとき口をついてでた詩(atimely

utterance)によってそのときの暗い気持ちは和らいだと言うのである｡なにがいったい`timely'で

あったのであろうか｡ MaryMoormanによると,それは本詩冒頭のEpigrapghに用いられたThe

Rainbow ｢虹｣の歌にすぎない5)としている｡しかしLionell TrillingはThe Leech-Gatherler,つまり

のちのResolution andIndependenceを挙げている6).他に, The Preludeの出だし50行だとする批評家も

いる7)｡私はMoorman女史の伝記的示唆にしたがってTheRainbowを採用したい｡何故なら,その

頃Wordsworhはかつてほどの鋭敏な視覚,聴覚は衰えて,以前ほど自然への輝きも栄光も喪失し

て暗い気持ちに襲われることが多かったのかも知れない｡或は阿片常用のため心身を蝕まれて廃人

同様となり詩的能力をなくした友Coleridgeにいたく同情し8),やがて自分もそのように詩的能力

の衰退を来し詩が書けなくなるのではないかという将来への不安にときとぎ襲われることがあった

のかも知れない｡或は,結婚をまじかに控えて, Franceに残してきたかつての恋人AnnetteVal-

lonとの心情的結着や,その後の経済的困窮-の心配など,或は疲れから来る一時的ノイローゼで

あったかも知れない9)｡しかし何れにしても,このときはその暗い気持ちは一時的にして,長続き

しなかったことがわかる｡ The PastandThe PreseLt ｢過去と現在｣, Loss andRecompense ｢喪失

と補償｣,このようなPatternはこの作品の主調でもあるが, Wordswothによく見られる特質の一

つと言うことができる｡例えばTinternAbbeyでは,

That time i∫ Pa∫l,

And all its achingjoys are now no more,

And all its dizzy ruptures. Nor for this

Faint I, nor mourn nor murmur: other gifts
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Havefollowed, for ∫uch lo∫∫. / would believe.

Abundant recompense.

(TinternAbbey. 83-88,イタリック筆者)

その時代は過ぎぬ,

そしてその頃の痛いほどの歓び,

めまいを起こすほどの狂喜もいまはもうなし｡

されど我れそのために弱音を吐き,

悲しみ,またつぶやきはしない｡

ほかの賜物が続いて与えられ,それは思うに

かような喪失に代って充分な補償を得たからである｡

子供時代の対象としての自然は彼にとってはいかなる高遠な思想の支えもなしに,単に感覚的,情

熱的なものに過ぎなかった｡このことは同じく　TinternAbbeyの67-87行でも語られている｡しか

るにそのような時代は過ぎ去ったけれども,そのために失望もなければ嘆きも,愚痴も言わない｡

そのような喪失に代って十分な補償を得たからであると思うのだ,とある｡さらに,また本詩の第

十節178-86行でも,

Though nothing can bring back the hour

Ofsplendour in the grass, of glory in the flower;

We will grieve not, rather find

Strength in what remain∫ behind:

In the primal sympathy
●

Which having been must ever be;

(St.X, 178-83.イタリック筆者)

とある｡次に第四節では詩人は幸福な生き物たちが互いに呼び交わす声を聞き,また天もその生き

物たちと一体となって歓びに興じ笑うのを見て,自分もそのような春の歓びに参加する｡しかし,

それらの歓びはもはや自分のものではない｡ Ihaveheard (36), I hear, Ihear, withjoy Ihear (50), I

feel-lfeel (41)の如く聴覚と触覚に訴える知覚動詞の度重なる使用はそれとは逆に,かなしくもま

すますかつての自分が｢天上の光,夢のような輝きと新鮮さ七つつまれて｣ `apparelled in celestial

light, the glory and freshness of a dream'(St. 1, 4-6) ,主体的に無上の歓びの中心にいたのとは異な

り,次第にそのような栄光から遠ざかり行き,もはや周りの環境や自然との一体感をもつことの難

しさを暗示しているように思われる｡そして,いま詩人に語りかけて来るのは子供時代に馴染みの

一本の木とそれまで眺めてきた野原である｡それが物語るのはやはり｢過ぎ去りし或るもの｣

('somethingthatisgone.') (53)である｡その｢過ぎ去りし或るもの｣とは一体何であろうか｡そ
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れは他ならぬ幼少期の五感に宿る`visionarygleam'のことに過ぎない｡そして, 1802年詩`Immor-

talityOde'前部(St. 1-4)はこの四節をその最後の2行の問いかけで終っている｡

-But there's a Tree, of many, one,

A Jingle Field which I have looked upon,

Both of them speak of something that is gone:

The Pansy at my feet

Doth the same tale repeat:

Whither is fled the vi∫ionary gleam?

Where i∫ it now, the glory and the dream?

(St.IV,5ト57　イタリック筆者)

そして, ImmortalityOdeの前部はその答を得ることなくその後2年間書かれることはない｡

MaryMoormanによれば, Wordsworth兄妹はこの最初の4節を書いた日の翌日,つまり3月28

日に丁度Londonから帰宅していたColedidgeをKeswickに訪ねている｡また4月4日(日)には,

Wordsworth兄妹がKeswickにまだ滞在中､ Coleridgeがその日の日没から真夜中の間に,十月の

MorningPo∫tで発表されることになるSara Hutchinsonに宛てた書簡体詩'Letter'これは後にDe-

jection:anode, ｢失意のOde｣と言う題目で出版される)を書いている10)｡つまりこの詩の第20節

がWorsdswothの間に答える形をとっていることを考えるとき, ColeridgeはWordsworthのこの

1802年詩`Ode'をその間に読んでいたことが推測され,本詩を考察する上で大変興味深い｡

この詩の中で, ColeridgeはtheSoul ｢魂｣自身がこの地上を包んでいる｢栄光｣ theGloryの

起源であるとし,次ぎのように詠う｡

O Sara! we receive but what we give,

And in our Life alone does Nature live.

● ● ● ●

Ah! from the Soul itself must issue forth

A Light, a Glory, and a luminous Cloud

●

Envelop叩g the Earth!"

And from the Soul itself must there be sent

A sweet & potent Voice, of it's own Birth,

Of all sweet Sounds the Life & Element
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(Dejection: an Ode, St. XX 296-307.下線部　筆者)

おお!セアラよ我らは与えるものだけを受取り,

そして自然は我らの生命の中にのみ生きている｡

● ● ● ●

ああ!魂そのものから,

大地を包む光と栄光と輝く雲が

産まれ出るに違いない｡

● ● ● ●

これは, 2年後にWordsworthが書くことになるOdeの後半部(St.5-ll)に示された解答とは異

なる点については多くの批評家が指摘するところである｡ ColeridgeはtheGlory ｢栄光｣の源は

theSoul魂にあるとするのに対し, Wordsworthはこの段階においては,まだ｢かつて存在したが

故に存在するであろう原初の共感｣ (the primal sympathy/Which having been must ever be) (St. X,

182-183)に期待しているからである｡

Wordsworthはそれから2年後の1804年に,いわゆる1802年詩`Ode'の間ひかけにたいする解答

として, Platonismの哲学の衣装を纏って登場する｡第五節から第八節まではやがて歳月の避け難

いくびきを招いて,魂は浮世の重荷を負い, ｢習慣によって霜のように重く,生命のように根深く｣

(St.9,129)庄せられて一見｢絶望｣の感を深めながらも, 1802年詩への説明,殊に第5節は

Whither is fled the visionary gleam?/Where is it now, the glory and the dream?と言う問いかけに

対する直接の説明を試みている｡

Our birth is but a sleep and a forgetting:

The Soul that rises with us, or life's Star,

Hath had elsewhere its setting,

And cometh from afar:

Not in entire forgetfulness,

And not in utter nakedness,

But trailing clouds of glory do we come

From God, who is our home:

Heaven lie∫ about u∫ in our infancy !

(St. V,58-66.イタリック筆者)

ここでは生前説Pre-Existenceが大胆にもはじめて登場する｡それによると我々人間の誕生は前世

において活躍していたその魂が眠りにつき,また忘却の彼方におき忘れ去られるようなものである

と語り,以下天上にあらわれる太陽と星のimageによって説明されている｡つまり, ｢われらとと

もに立ち昇る魂,我らの生涯の星｣とは産まれたばかりの幼児の魂を意味するが,それは｢遠い彼
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方からやってくる｣ (66)と言うことによって別の世界からの幼児の魂の旅の速さを思わせる

(Andcomethfrom afar) (St. 1,4)｡といえどもそれは完全な忘却や裸身になってやって来るのでは

なく栄光の雲をなびかせながら, ｢我らの故郷,神｣のもとからやってくると言う｡したがって
●     ●     ●     ●     ●     ●     ●     ●     ●     ●     ●     ●

｢幼児期には天国がわれらの周りをとりまいている｣と言うことになる｡ところが,年齢を重ねる

につれて,しだいに天上の栄光が薄らいで行くさまが少年時代,青年時代,壮年時代へとBeatty

の分析による`three ages'idに従って語られる｡

Shades of the prison-house begin to close

Upon the growing Boy,

But He

Beholds the light, and whence it flows,

He sees it in hisjoy;
●

The Youth, who daily farther from the east

Must travel, still is Nature's Priest,

And by the vision splendid

Is on his way attended;

At length the Man perceives it die away,

And fade into the light of common day. (67-77)

当然,育ち行く少年の上には次第に牢獄の影が射して行くが,それでもこの時期の彼にはまだ光
●

(天上の)と,その光源は視野の中にある｡そして,さらに東から遠ざかって行く青年期にも,彼
●    ●    ●                               ●    ●

はまだ自然に仕えることの出来る祭司(Nature'Priest)(73)であって,彼の行く手には素晴らしい

幻影がつきまとう｡しかし,遂に大人になれば,そのような幻影も薄れて平日の光-と消えて行く
●   ●                                                                                                                            ●    ●                       ●    ●    ●    ●

という｡これは　Whitherisfled-?Whereisitnow- (56-57)の間に対して,彼が2年後にして

はじめてみつけた解答であった｡

しかして,そのようなPlatonismを彼は一体どのように考えていたのであろうか｡詩人が自ら付

したI.F.Noteによれば,

It i∫far too ∫hodowy a notion te be recommended to faith, a∫ more than an element in our in∫tincts of Immortality.

But let us bear in mind that, though the idea is not advanced in revelation, there is nothing there to

contradict it, and the fall of Man presents an analogy in its favor. Accordingly a preexistent state has en-

tered into the popular creeds of many nations; and, among all persons acquainted with classic htera-

ture, is known as an ingredient in Platonic philosophy.... / took hold of the notion ofpre-existence as

having ∫ufficientfoundation in humanity for authori∫ing me to make for my purpo∫e the be∫t u∫e of it I could a∫ a

poet.m　イタリック　筆者)
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それは余りにも漠然とした観念なので魂の不滅性に対する我々の直感における一つの要素にすぎ

ず,信ずるように勧めることはできないと詩人は言い,また堕落の結果,楽園を追放された旧約聖

書のAdmとEveにそのような考えを支持する類似性を詩人は見ている｡その結果,詩人が生前説

を採用したのはこの観念が詩人として出来る限り最大限に自分の目的のために利用することが許さ

れる充分な証拠が人間性のなかにあると考え,この観念を詩人は本当に信じたのではなく,詩を作

るための便宜的目的として使ったと言うことがわかる｡

次に第6節では,かつての王宮('theimperialpalace')も栄光('theglory')も,忘れさせよう

と大地('earth')は母性愛に似た独自の方法で自分にとっては養子('aFoster-child')でもある幼

児をこの地上の｢寄寓者｣たるにふさわしくしようと,あらゆる努力がはらわれるさまが語られる｡

そして第7節では新生の幸わせに囲まれた幼児も手ずくりの品々の間で母親の口ずけの襲撃や父親

の暖かいまなざしに見まもられ,またあらゆる人物にあやかりながら育って行き,あたかも自分の

仕事は無限の模倣('endless imitation')であるかの如く,地上の生活に慣れて行く様子が語られる｡

そして第八節では幼児はその外観に似合わず魂の広大さを有し,黙してかつ聞くことはないにし

ても('deafandsilence'),天上の光をもはや見ることの出来ない盲人同然の大人の中の目あきとし

て(Thou Eye amongthe blind') (112)永遠の精神が永久に訪れる永遠の真理を読みとる哲学者

'Philosopher') (ill)にして,かつ力強い予言者('Mighty prophet') (115),祝福された先見者

(`Seerblest' (115)としてとらえられている｡しかし,そのような存在の高みに天来の自由の力

のなかで輝きながらも,第五節で示された宿命的な人生の経過を経て天来の幼児の特権が悲しくも

奪われて行くさまが描かれる｡これほど痛ましい｢絶望｣があり得るだろうか!

Thou little Child, yet glorius in the might

Of heaven-born freedom on thy Being's height,

Why with such earnest pains dost thou provoke
●

The years to bring the inevitable yoke,

Thus blindly with thy blessedness at strife?

Full ∫oon thy Soul ∫hall have her earthly freight,

And custom lie upon thee a weight.

Heavy a∫frost, and deep alrno∫t a∫ '?fp

(St.8,122-129.イタリック筆者)

小さき子供なれども,なが高き住い,天の

与えし自由の力に輝くいまし,

いかなればかくも労して年月を

促し,避け得ぬくびきをもたらきしむるや
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知らずして汝が幸福に逆ひつつ｡

やがて汝が魂は地上の荷を担ひ,
●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●

因習その力をもちてなれを庄せん,
●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●

霜のごとく重く,生命のごとくにも深く｡ (豊田実訳)
●    ●    ●    ●    ●    ●    ●         ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●

これまで第-部(St. 1-4)での幼少期に経験した'celestial light, the glory and the dream'に代表さ

れる`visionary gleam'の喪失の自覚に始まり'Whither is fled the visionary gleam? Where is it

now, the glory and the dream?'の間に対する詩人自身の解答をColeridgeとの違いを背景に見てき

た｡そして詩人は第二部前半においてBeattyの分析による少年期,青年期,壮年期の'threeages'

に従って栄光の喪失が宿命的なものであり,このことに対する嘆顔は｢絶望｣に近いことを見てき

た｡しかし,第二部後半(St.9-ll)ではこれまでの絶望から一転して｢希望｣に転ずる｡ Trilling

が第一部に対する解答として,第二部のこのような対応は｢相矛盾する｣と指摘するのも一見尤も

であろう｡しかし幼少期の｢幻想的輝きと栄光｣は完全に消え去ったと詩人は言っているわけでは

ない｡第二部後半(St.9-ll)は第一部に対する解答ではなく, ImmortalityOde全体に対する包括

的な結論であることを考えればなんら矛盾するものではない｡

第九節はつぎのような歓びで始まる｡

喜ばしいことだ,我らの燃えかすの中に,

或るものが生きていることは｡

自然もまた憶えている

それほど逃げ易いものを｡

我らの過去の年月の思いは,私の中に醸成するのだ

永久の祝福を｡

O Joy! that in our embers

Is something that doth live,

That nature yet remembers

What wa∫ ∫ofugitive ]

The thought ofourpa∫tyears in me doth breed

Perpetual benediction: not indeed

For that which is most worthy to be blest;

●　　●　　●
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But for those obstinate questionings

Of sense and outward things,

∫ from u∫9 vanishings;

Blank misgiving∫ of a Creature

Moving about in worlds not realized,

High instincts before which our mortal Nature

Did tremble like a guilty Thing surprised:
●

But for tho∫efirst affection∫,

Tho∫e ∫hadowy recollection∫,

Which, be they what they may,

Are yet the fountain light of all our day,

Are yet a master light of all our seeing]

(St.iX.130-153.イタリック筆者)

｢生きている或るもの｣ ｢それほど逃げ易いもの｣とは,あとに続く`thoseobstinate questionings,1

`Fallings from us', `vanishings', `Blank misgivings of a Creature'と同じく,幼少期の種々の｢幻想的

体験｣ (`visionary experiences')のこ七である｡言い換えれば幼少児と外界とが区別されづ,一体

であった幼少期の｢天上の光と栄光｣ (`celestial light, theglory')の構成要素である｡また｢それ

を前にして我々人間性が,不意を打たれ罪人のように震えた高い本能｣ (St.9,147-48)とはPre-

ludeに描かれた少年時代の他人の民にかかった小鳥を盗んだ行為,また或るとき偶然羊飼いのboat

をかってに沖に漕ぎ出したとき,ふと襲われた良心のとがめ(Prelude,1,324-427)を指すものと思

われる｡外界を自分と区別せず自己の延長として感ずる幼少児の世界を,詩人はImmortalityOde

のノートとして残している｡それによると,

To the attentive and competent reader the whole sufficiently explains itself; but there may be no

harm in adverting here to particular feelings or experience of my own mind on which the structure of

the poem partly rests. Nothing was more difficult for me in childhood than to admit the notion of

death as a state applicable to my own being. I have said elsewhere-

'A simple child,

That lightly draws its breath,

And feels its life in every limb

What should it know of death!-
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With a feeling congenial to this, I was often unable to think of external things as having external ex-

istence, and I communed with all that I saw as something not apart from, but inherent in, my own im-
●

material nature. Many times while going to school have I grasped at a wall tree to the reality. At that

time I was afraid of such processes. In later periods of life I have deplored, as we have all reason to

do, a subjugation of an opposite character, and have rejoiced over the remembrances, as is expressed
●

in the lines‥‥

`Obstinate questionings

Of sense and outward things,

Fallings from us, vanishings;'etc.

To that dream-like vividness and splendour which invest objects of sight in childhood, every one, I
●

believe, if he would look back, could bear teastimony, and I need not dwell upon it here.13) (下線部

筆者)

ここではつまり,詩人はしばしば外部のものが外的存在を持っていることが考えられず,自分自身

の非物的性質のなかに離れたものとしてではなく,その中に内在するものとして交わった奇妙な経

験を登校中の出来事として述べている｡それによると幾度も彼は観念論の深遠の中から自らを呼び

戻そうと塀や木につかまったことがあり,その時は恐いものであったと言う｡そしてこのような経
●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●        ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●

験は時間がたてば自己の内側で内面化されて,視覚の対象物を包んでいたあの夢のような生き生き

とした輝きとして誰にでもあり得るものと詩人は語っているが,これは詩人が幼少期にしばしば出

会った放心体験であり, `Fallings from us, vanishings'の具体例である｡そして詩人にとってはこ
●    ●    ●    ●

のような経験は｢不死｣を信じせしめるのである｡たとえば`WeareSeven'はまさしく子供時代

の生死の観念の同一性を詠ったものだからである｡しかるに,そのような子供時代の幻想体験は,

Odeでは'those first affections'(149),として要約され, ｢おぼろげな回想｣ `those shadowy recoト

Iections'(150)によって我々の生涯を導く｢光の泉｣ ('thefountainlight') (152),我々のもの見る

力の｢主光源｣ (`amaster light') (153)となり,我々を支え育む(`upholdus, andcherish') (154)

と言うのである｡このことは,いみじくも有名な`spotsoftime'の記述でも二つの事例によって語

られている｡それによると｢我々人間の存在の中にはとりわけくっきりと目立って人のいのちを蘇

らせてくれる力を備えた『時の場所』 `spotsoftime'がある｡それは間違った意見や疑わしい観念

によって,或は些細な雑事の重々しい,気が滅入りそうななにかにあって,或は日常の交わりの繰

り返しによって落胆しても,そこからわれらの魂は滋養を受け,そして知らないうちに回復するの

だ｣ (There are in our existence spots of ftW,/Which with distinct pre-eminence retain/ A vivifying

Virtue, whence...our minds/Are nourished and invisibly repaired...) (Prelude, XI, 258-265) (1805)

とある｡従って,今ここにおいて詩人が永劫に祝福に浸れるのは,子供時代の祝福されるにふさわ
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しい歓びや自由,単純な信条や新たな希望ではない｡今や詩人はその｢おぼろげな回想｣ ('those

shadowy recollections') (150), ｢我々の過ぎし年月の思い｣ ('the thought of our past years') (134)

によって過ぎ去った時間の中から｢現在｣に蘇ってくる｢時の場所｣ `SpotsofTime'を体験するこ

とにより煩雑な日常の｢時間｣から飛び出して永遠の沈黙を直視することになる｡従って今や詩人

にとってはこの｢騒々しい歳月も一瞬の出来事｣でしかない｡

Hence in a season of calm weather

Though inland far we be,

Our Souls have sight of that immortal sea,

Which brought us hither,

Can in a moment travel thither,

And see the Children sport upon the shore,

And hear the might waters rolling evermore

(St. K, 162-68)

それで気候穏やかなる季節には

奥地深くいようとも,

我らの魂は,我らをこの地に連れ来たりし

あの不滅の大海を望み,

一瞬のうちにそこ-帰り行き,

子供たちが浜辺にて戯れいるを見,

永久に大波の轟を聞くのだ｡

`seasonofcalmweather'とは幾多の人生の苦難を経て,平穏のうちに今過去をふり返ることのでき

る現在の心境を指すものと思われる｡然るに,詩人はまずOde前部　St.ト4)において幼少期の

幻想体験の喪失を語り,そしてその回復のため視覚によらずとも,少なくとも聴覚による回復の試

みがなされた｡しかしその試みはすっかり閉ざれて落胆の色を濃くしたのであった｡しかし詩人が

最後に発見したものは失われた時間の中から絶えず蘇って来るもの,記憶の奥にひときわ光る｢或

るもの｣の存在であり, ｢時の場所｣とも言うべきものである｡それはかつての幼児期のように直

接的に官能を媒介としないで想像力による知覚ともいうべき,想像的視覚,或は聴覚によってはじ

めて可能な`ものである｡今や詩人は幻想喪失の事実を容認して,それに代るものを得たのである｡

それは自己の内面にまだ残っている幼少期の共感(`theprimalsympathy') (182)に加えて,苦悩

する人間の生き方(`the soothing thougts that spring/Out of human suffering') (184-85),死を克服

して真に生きようとする宗教的信仰(`the faith that looks through death') (186),或いは哲学的精

神をもたらしてくれる年月(`yearsthatbringthe philosophic mind') (187)の中に力を得たと言う

のである｡かつての幼少期の｢草原の輝き｣ (`splendour inthegrass') (179)も｢花の栄光｣
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(`gloryintheflower') (179)も戻ってくることはなくとも,入り日のまわりに集う雲が人の世の

変転を見つめてきた詩人の目には｢沈着な色合い｣ `asobercolouring'(198)を帯びて見える｡詩

人においては,それこそ一つの試練を経て,遂にもう一つの栄冠が勝ち得られた証しと言うのであ

ろう｡従って,一本のささやかな花を見ても涙するには余りにも深い思いがそそられると言うので

あった｡
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